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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第11期

第２四半期連結
累計期間

第12期
第２四半期連結

累計期間
第11期

会計期間
自 2019年４月１日
至 2019年９月30日

自 2020年４月１日
至 2020年９月30日

自 2019年４月１日
至 2020年３月31日

売上収益
（百万円）

60,985 79,126 135,563

（第２四半期連結会計期間） (30,728) (39,919)  

税引前四半期利益又は税引前利益 （百万円） 6,744 11,876 17,650

親会社の所有者に帰属する四半期

（当期）利益 （百万円）
4,506 8,233 9,846

（第２四半期連結会計期間） (2,470) (4,600)  

親会社の所有者に帰属する四半期

（当期）包括利益
（百万円） 3,557 6,548 5,690

親会社の所有者に帰属する持分 （百万円） 69,036 73,071 69,174

総資産額 （百万円） 209,966 238,119 229,958

基本的１株当たり四半期（当期）利益
（円）

114.53 209.24 250.24

（第２四半期連結会計期間） (62.80) (116.92)  

希薄化後１株当たり四半期（当期）利益 （円） 114.14 207.83 248.53

親会社所有者帰属持分比率 （％） 32.9 30.7 30.1

営業活動によるキャッシュ・フロー （百万円） 179 △3,607 4,572

投資活動によるキャッシュ・フロー （百万円） △1,134 △1,356 1,927

財務活動によるキャッシュ・フロー （百万円） △2,406 △13,427 273

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高
（百万円） 12,772 4,292 22,908

（注）１．当社は要約四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記

載しておりません。

２．売上収益には、消費税等は含まれておりません。

３．上記指標は、国際会計基準（以下「IFRS」という。）により作成された要約四半期連結財務諸表及び連結財

務諸表に基づいております。

４．第11期において株式会社フジ医療器の全株式の60％を台湾証券取引所の上場会社であるジョンソンヘルス

テック社に譲渡したため、同事業を非継続事業に分類し、第11期第２四半期連結累計期間及び第11期第２四

半期連結会計期間の関連する数値については、組替えて表示しております。

５．当社連結子会社であるAsahi Refining各社では、貴金属精錬事業に付随する付加価値サービスとして貴金属

製品の前渡取引を行っており、顧客に対する前渡期間に応じて得た手数料収入を売上収益に計上しておりま

す。当該貴金属製品の前渡取引に対応する支払利息は、従来、金融費用として計上しておりましたが、第１

四半期連結会計期間より売上原価として計上する方法に変更いたしました。また、当該前渡取引のために調

達した借入金の増減は、要約四半期連結キャッシュ・フロー計算書において「財務活動によるキャッシュ・

フロー」から「営業活動によるキャッシュ・フロー」へ変更いたしました。この変更は、Asahi Refining各

社の収益向上策の一環として貴金属製品の前渡取引の拡大を図っており、この収益に対応する支払利息の金

額的重要性が増加したこと及び今後も増加することが予想されることを勘案し、資金管理体制を変更したこ

とによるものであります。そのため、第11期第２四半期連結累計期間、第11期第２四半期連結会計期間及び

第11期の関連する主要な経営指標等については、当該会計方針の変更を反映した遡及修正後の数値を記載し

ております。

 

２【事業の内容】

当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重

要な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第２四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記

載した事業等のリスクについての重要な変更はありません。

 

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において判断したものであります。

　なお、第１四半期連結会計期間より、貴金属製品の前渡取引の計上基準について会計方針の変更を行っており、遡

及修正後の数値で前期末および前年同四半期比較を行っております。詳細につきましては、「第４ 経理の状況 １

要約四半期連結財務諸表 要約四半期連結財務諸表注記 ３．重要な会計方針」に記載のとおりであります。

　また、本四半期報告書に記載の数値はIFRSベースで表示しております。

 

(1）経営成績の状況

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、世界的な新型コロナウイルス感染拡大の影響を受け、社会

経済活動が停滞し、極めて厳しい状況となりました。緊急事態宣言解除後は、政府の経済対策効果により個人消

費や企業の生産活動の一部に回復傾向が見られるものの、感染拡大の収束時期の見通しが立たず、依然として先

行きが不透明な状況が続いています。

当第２四半期連結累計期間の売上収益は79,126百万円（前年同期比18,140百万円増、29.7％増）、営業利益は

11,828百万円（前年同期比4,891百万円増、70.5％増）、税引前四半期利益は11,876百万円（前年同期比5,131百

万円増、76.1％増）、四半期利益は8,233百万円（前年同期比3,726百万円増、82.7％増）、親会社の所有者に帰

属する四半期利益は8,233百万円（前年同期比3,726百万円増、82.7％増）となりました。

 

セグメントの経営成績は次のとおりであります。

① 貴金属事業

国内などにおける貴金属リサイクル分野の売上収益および営業利益は、貴金属回収量の増加や貴金属価格の

上昇により前年同期比で増加しました。また、北米における貴金属精錬分野の売上収益および営業利益は、製

品加工・販売や金融取引の増加により前年同期比で増加しました。これらの結果、本セグメントの売上収益お

よび営業利益は前年同期比で増加しました。

この結果、当第２四半期連結累計期間の売上収益は70,019百万円（前年同期比20,107百万円増、40.3％

増）、営業利益は11,357百万円（前年同期比5,206百万円増、84.6％増）となりました。

 

② 環境保全事業

自動車産業をはじめとした工業活動の低迷により、産業廃棄物の処理量が減少したため、本セグメントの売

上収益および営業利益は前年同期比で減少しました。

この結果、当第２四半期連結累計期間の売上収益は9,106百万円（前年同期比903百万円減、9.0％減）、営

業利益は1,702百万円（前年同期比122百万円減、6.7％減）となりました。

 

(2）財政状態の状況

（資産）

当第２四半期連結会計期間末における資産合計は238,119百万円となり、前連結会計年度末に比べ8,160百万円増

加いたしました。これは主に、現金及び現金同等物が18,615百万円減少した一方で、営業債権及びその他の債権が

13,373百万円、棚卸資産が9,740百万円増加したことによるものであります。

（負債）

当第２四半期連結会計期間末における負債合計は165,048百万円となり、前連結会計年度末に比べ4,264百万円増

加いたしました。これは主に、社債及び借入金が8,179百万円、その他の流動負債が2,133百万円減少した一方で、

営業債務及びその他の債務が15,144百万円増加したことによるものであります。

（資本）

当第２四半期連結会計期間末における資本合計は73,071百万円となり、前連結会計年度末に比べ3,896百万円増

加いたしました。これは主に、四半期包括利益による増加6,548百万円、剰余金の配当による減少2,754百万円によ

るものであります。

この結果、親会社所有者帰属持分比率は30.7％（前連結会計年度末は30.1％）となりました。
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(3）キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結累計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結会計年度末よ

り18,615百万円減少し、当第２四半期連結会計期間末には4,292百万円となりました。

当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期連結累計期間において営業活動の結果使用した資金は3,607百万円（前年同期は179百万円の獲

得）となりました。

これは主に、税引前四半期利益11,876百万円（前年同期比76.1％増）、減価償却費及び償却費1,221百万円

（前年同期比15.7％減）、棚卸資産の増加、営業債権及びその他の債権の増加、営業債務及びその他の債務等

の増加及び法人所得税の支払によるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期連結累計期間において投資活動の結果使用した資金は1,356百万円（前年同期比19.6％増）と

なりました。

これは主に、有形固定資産の取得による支出1,280百万円（前年同期比5.3％減）によるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期連結累計期間において財務活動の結果使用した資金は13,427百万円（前年同期比457.9％増）

となりました。

これは主に、長短借入金の純減少額10,451百万円（前年同期は202百万円の増加）、配当金の支払いによる

支出2,754百万円（前年同期比17.0％増）によるものであります。

 

(4）会計上の見積り及び当該見積りに用いた仮定

前事業年度の有価証券報告書に記載した「経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の

分析」中の会計上の見積り及び当該見積りに用いた仮定の記載について重要な変更はありません。

 

(5）優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題

当第２四半期連結累計期間において、当社グループが優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題について重

要な変更はありません。

 

(6）研究開発活動

当第２四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、156百万円であります。

なお、当第２四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

 

 

３【経営上の重要な契約等】

　　当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 129,000,000

計 129,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末現在
発行数（株）
（2020年９月30日）

提出日現在発行数（株）
（2020年11月13日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 39,854,344 39,854,344
東京証券取引所

市場第一部

単元株式数

100株

計 39,854,344 39,854,344 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

 

②【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数

（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金増
減額
（百万円）

資本準備金残
高（百万円）

2020年７月１日～

2020年９月30日
－ 39,854,344 － 7,790 － 9,364
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（５）【大株主の状況】

  2020年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式（自己
株式を除く。）の
総数に対する所有
株式数の割合
（％）

日本マスタートラスト信託銀行㈱

（信託口）
東京都港区浜松町２丁目11番３号 3,639 9.14

㈱日本カストディ銀行（信託口） 東京都中央区晴海１丁目８－12 3,106 7.80

STATE STREET BANK AND TRUST

COMPANY 505025

（常任代理人　㈱みずほ銀行決済営

業部）

P.O. BOX 351 BOSTON MASSACHUSETTS

02101 U.S.A.

（東京都港区港南２丁目15－１　品川イ

ンターシティＡ棟）

1,077 2.71

寺山　満春 兵庫県芦屋市 887 2.23

寺山　正道 兵庫県芦屋市 802 2.01

アサヒ従業員持株会
兵庫県神戸市中央区加納町４丁目４番17

号
728 1.83

㈱日本カストディ銀行（信託口５） 東京都中央区晴海１丁目８－12 725 1.82

㈱テラエンタープライズ 兵庫県芦屋市船戸町11－９ 700 1.76

STATE STREET BANK WEST CLIENT -

TREATY 505234

（常任代理人　㈱みずほ銀行決済営

業部）

1776 HERITAGE DRIVE, NORTH QUINCY,

MA 02171,U.S.A.

（東京都港区港南２丁目15－１　品川イ

ンターシティＡ棟）

638 1.60

JP MORGAN CHASE BANK 385781

（常任代理人　㈱みずほ銀行決済営

業部）

25 BANK STREET, CANARY WHARF,

LONDON, E14 5JP, UNITED KINGDOM

（東京都港区港南２丁目15－１　品川イ

ンターシティＡ棟）

632 1.59

計 － 12,937 32.49

（注）１．㈱日本カストディ銀行、日本マスタートラスト信託銀行㈱の所有株式数は、全て信託業務に係る株式数であり

ます。

２．JTCホールディングス㈱、日本トラスティ・サービス信託銀行㈱及び資産管理サービス信託銀行㈱は2020年７

月27日付で合併し、商号を㈱日本カストディ銀行に変更しております。
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（６）【議決権の状況】

①【発行済株式】

    2020年９月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式  － － －

議決権制限株式（自己株式等）  － － －

議決権制限株式（その他）  － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式 33,700 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 39,764,400 397,644 －

単元未満株式 普通株式 56,244 － －

発行済株式総数  39,854,344 － －

総株主の議決権  － 397,644 －

（注） 「完全議決権株式（自己株式等）」欄には、株式付与ESOP信託口および役員報酬BIP信託口が所有する当社株式

は、上記自己保有株式に含まれておりません。

 

②【自己株式等】

    2020年９月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有株
式数（株）

他人名義所有株
式数（株）

所有株式数の合
計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

アサヒホールディング

ス㈱

神戸市中央区加納町

四丁目４番17号
33,700 － 33,700 0.08

計 － 33,700 － 33,700 0.08

（注） 株式付与ESOP信託口および役員報酬BIP信託口が所有する当社株式は、上記自己保有株式に含まれておりませ

ん。

 

２【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．要約四半期連結財務諸表の作成方法について
当社の要約四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内

閣府令第64号）第93条の規定により、国際会計基準第34号「期中財務報告」に準拠して作成しております。

 

２．監査証明について
当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（2020年７月１日から2020

年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（2020年４月１日から2020年９月30日まで）に係る要約四半期連結財

務諸表について、EY新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【要約四半期連結財務諸表】

（１）【要約四半期連結財政状態計算書】

    （単位：百万円）

 注記
前連結会計年度
(2020年３月31日)

 
当第２四半期
連結会計期間

(2020年９月30日)

資産     

流動資産     

現金及び現金同等物 ８ 22,908  4,292

営業債権及びその他の債権 ８ 119,754  133,128

棚卸資産  37,748  47,488

未収法人所得税  2,029  162

その他の金融資産 ８ 93  89

その他の流動資産  5,069  8,272

流動資産合計  187,604  193,434

非流動資産     

有形固定資産  34,953  37,003

のれん  1,604  1,604

無形資産  529  550

持分法で会計処理されている投資  3,254  3,373

繰延税金資産  1,132  1,327

退職給付に係る資産  155  －

金融資産 ８ 683  778

その他の非流動資産  42  46

非流動資産合計  42,354  44,685

資産合計  229,958  238,119
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    （単位：百万円）

 注記
前連結会計年度
(2020年３月31日)

 
当第２四半期
連結会計期間

(2020年９月30日)

負債及び資本     

負債     

流動負債     

営業債務及びその他の債務 ８ 13,710  28,854

借入金 ８ 121,873  113,687

未払法人所得税  4,624  3,706

その他の金融負債 ８ 6,991  7,523

引当金  1,293  1,149

その他の流動負債  4,643  2,510

流動負債合計  153,137  157,432

非流動負債     

社債及び借入金 ８ 4,928  4,935

繰延税金負債  1,453  1,497

退職給付に係る負債  172  187

その他の金融負債 ８ 1,066  901

その他の非流動負債  24  93

非流動負債合計  7,645  7,615

負債合計  160,783  165,048

資本     

資本金  7,790  7,790

資本剰余金  10,755  10,858

自己株式  △956  △956

利益剰余金  60,797  66,149

その他の資本の構成要素  △9,212  △10,770

親会社の所有者に帰属する持分合計  69,174  73,071

資本合計  69,174  73,071

負債及び資本合計  229,958  238,119
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（２）【要約四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

    （単位：百万円）

 注記
 前第２四半期連結累計期間

(自　2019年４月１日
　至　2019年９月30日)

 
 当第２四半期連結累計期間

(自　2020年４月１日
　至　2020年９月30日)

継続事業     

売上収益 ５,７ 60,985  79,126

売上原価  △50,781  △64,104

売上総利益  10,203  15,021

販売費及び一般管理費  △3,279  △3,271

その他の営業収益  87  57

その他の営業費用  △73  △95

持分法による投資損益（△は損失）  －  116

営業利益 ５ 6,937  11,828

金融収益  7  98

金融費用  △136  △46

その他の収益  77  －

その他の費用  △140  △3

税引前四半期利益  6,744  11,876

法人所得税費用  △2,556  △3,643

継続事業からの四半期利益  4,187  8,233

非継続事業     

非継続事業からの四半期利益 ９ 318  －

四半期利益  4,506  8,233

     

四半期利益の帰属     

親会社の所有者  4,506  8,233

非支配持分  －  －

四半期利益  4,506  8,233

     

１株当たり四半期利益     

基本的１株当たり四半期利益（円） 10    

継続事業  106.43  209.24

非継続事業  8.11  －

合計  114.53  209.24

希薄化後１株当たり四半期利益（円） 10    

継続事業  106.06  207.83

非継続事業  8.08  －

合計  114.14  207.83
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【第２四半期連結会計期間】

    （単位：百万円）

 注記
 前第２四半期連結会計期間

(自　2019年７月１日
　至　2019年９月30日)

 
 当第２四半期連結会計期間

(自　2020年７月１日
　至　2020年９月30日)

継続事業     

売上収益  30,728  39,919

売上原価  △25,567  △31,857

売上総利益  5,160  8,061

販売費及び一般管理費  △1,580  △1,608

その他の営業収益  67  42

その他の営業費用  △69  △48

持分法による投資損益（△は損失）  －  123

営業利益  3,577  6,570

金融収益  1  26

金融費用  △28  △24

その他の収益  77  －

その他の費用  △140  △7

税引前四半期利益  3,487  6,565

法人所得税費用  △1,333  △1,964

継続事業からの四半期利益  2,154  4,600

非継続事業     

非継続事業からの四半期利益  316  －

四半期利益  2,470  4,600

     

四半期利益の帰属     

親会社の所有者  2,470  4,600

非支配持分  －  －

四半期利益  2,470  4,600

     

１株当たり四半期利益     

基本的１株当たり四半期利益（円） 10    

継続事業  54.75  116.92

非継続事業  8.04  －

合計  62.80  116.92

希薄化後１株当たり四半期利益（円） 10    

継続事業  54.57  116.13

非継続事業  8.02  －

合計  62.58  116.13

 

EDINET提出書類

アサヒホールディングス株式会社(E21187)

四半期報告書

12/32



（３）【要約四半期連結包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

    （単位：百万円）

 注記
 前第２四半期連結累計期間

(自　2019年４月１日
　至　2019年９月30日)

 
 当第２四半期連結累計期間

(自　2020年４月１日
　至　2020年９月30日)

四半期利益  4,506  8,233

     

その他の包括利益     

純損益に振り替えられることのない項目     

その他の包括利益を通じて公正価値で測定

する金融資産
 △3  1

確定給付制度の再測定  △34  △126

持分法によるその他の包括利益  －  2

純損益に振り替えられることのない項目合

計
 △38  △122

     

純損益に振り替えられる可能性のある項目     

キャッシュ・フロー・ヘッジ  △754  △1,694

在外営業活動体の換算差額  △156  132

純損益に振り替えられる可能性のある項目

合計
 △910  △1,562

税引後その他の包括利益  △948  △1,684

四半期包括利益  3,557  6,548

     

四半期包括利益の帰属     

親会社の所有者  3,557  6,548

非支配持分  －  －

四半期包括利益  3,557  6,548
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【第２四半期連結会計期間】

    （単位：百万円）

 注記
 前第２四半期連結会計期間

(自　2019年７月１日
　至　2019年９月30日)

 
 当第２四半期連結会計期間

(自　2020年７月１日
　至　2020年９月30日)

四半期利益  2,470  4,600

     

その他の包括利益     

純損益に振り替えられることのない項目     

その他の包括利益を通じて公正価値で測定

する金融資産
 1  0

確定給付制度の再測定  15  △10

持分法によるその他の包括利益  －  1

純損益に振り替えられることのない項目合

計
 17  △8

     

純損益に振り替えられる可能性のある項目     

キャッシュ・フロー・ヘッジ  △1,854  △3,367

在外営業活動体の換算差額  △151  △2

純損益に振り替えられる可能性のある項目

合計
 △2,006  △3,370

税引後その他の包括利益  △1,989  △3,378

四半期包括利益  481  1,221

     

四半期包括利益の帰属     

親会社の所有者  481  1,221

非支配持分  －  －

四半期包括利益  481  1,221
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（４）【要約四半期連結持分変動計算書】

 

注記

親会社の所有者に帰属する持分

 

資本金

 

資本剰余金

 

自己株式

 

利益剰余金

 その他の資本の構成要素

     
在外営業
活動体の
換算差額

 
キャッシュ
・フロー
・ヘッジ

  百万円  百万円  百万円  百万円  百万円  百万円

2019年４月１日時点の残高  7,790  10,353  △955  55,547  △3,737  △1,203

四半期利益  －  －  －  4,506  －  －

その他の包括利益  －  －  －  －  △156  △754

四半期包括利益合計  －  －  －  4,506  △156  △754

配当金 ６ －  －  －  △2,360  －  －

その他の資本の構成要素

から利益剰余金への振替
 －  －  －  △30  －  －

株式に基づく報酬取引  －  35  －  －  －  －

所有者との取引額合計  －  35  －  △2,391  －  －

2019年９月30日時点の残高  7,790  10,388  △955  57,662  △3,893  △1,957

 

 

注記

親会社の所有者に帰属する持分  

資本合計

 その他の資本の構成要素  

合計

 

 

その他の
包括利益を
通じて

公正価値で
測定する
金融資産

 
確定給付
制度の
再測定

 合計   

  百万円  百万円  百万円  百万円  百万円

2019年４月１日時点の残高  8  －  △4,931  67,804  67,804

四半期利益  －  －  －  4,506  4,506

その他の包括利益  △3  △34  △948  △948  △948

四半期包括利益合計  △3  △34  △948  3,557  3,557

配当金 ６ －  －  －  △2,360  △2,360

その他の資本の構成要素

から利益剰余金への振替
 △3  34  30  －  －

株式に基づく報酬取引  －  －  －  35  35

所有者との取引額合計  △3  34  30  △2,325  △2,325

2019年９月30日時点の残高  1  －  △5,849  69,036  69,036
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注記

親会社の所有者に帰属する持分

 

資本金

 

資本剰余金

 

自己株式

 

利益剰余金

 その他の資本の構成要素

     
在外営業
活動体の
換算差額

 
キャッシュ
・フロー
・ヘッジ

  百万円  百万円  百万円  百万円  百万円  百万円

2020年４月１日時点の残高  7,790  10,755  △956  60,797  △4,198  △5,008

四半期利益  －  －  －  8,233  －  －

その他の包括利益  －  －  －  －  132  △1,694

四半期包括利益合計  －  －  －  8,233  132  △1,694

自己株式の取得  －  －  △0  －  －  －

配当金 ６ －  －  －  △2,754  －  －

その他の資本の構成要素

から利益剰余金への振替
 －  －  －  △126  －  －

株式に基づく報酬取引  －  103  －  －  －  －

所有者との取引額合計  －  103  △0  △2,880  －  －

2020年９月30日時点の残高  7,790  10,858  △956  66,149  △4,066  △6,702

 

 

注記

親会社の所有者に帰属する持分  

資本合計

 その他の資本の構成要素  

合計

 

 

その他の
包括利益を
通じて

公正価値で
測定する
金融資産

 
確定給付
制度の
再測定

 合計   

  百万円  百万円  百万円  百万円  百万円

2020年４月１日時点の残高  △5  －  △9,212  69,174  69,174

四半期利益  －  －  －  8,233  8,233

その他の包括利益  3  △126  △1,684  △1,684  △1,684

四半期包括利益合計  3  △126  △1,684  6,548  6,548

自己株式の取得  －  －  －  △0  △0

配当金 ６ －  －  －  △2,754  △2,754

その他の資本の構成要素

から利益剰余金への振替
 －  126  126  －  －

株式に基づく報酬取引  －  －  －  103  103

所有者との取引額合計  －  126  126  △2,651  △2,651

2020年９月30日時点の残高  △1  －  △10,770  73,071  73,071
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（５）【要約四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

    （単位：百万円）

 注記
 前第２四半期連結累計期間

(自　2019年４月１日
　至　2019年９月30日)

 
 当第２四半期連結累計期間

(自　2020年４月１日
　至　2020年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー     

税引前四半期利益  6,744  11,876

非継続事業からの税引前四半期利益 ９ 480  －

減価償却費及び償却費  1,448  1,221

減損損失  0  64

金融収益及び金融費用  116  42

その他の収益及び費用  63  3

持分法による投資損益（△は益）  －  △116

棚卸資産の増減額（△は増加）  △5,889  △9,748

営業債権及びその他の債権の増減額（△は増

加）
 △47,704  △9,950

営業債務及びその他の債務等の増減額（△は

減少）
 48,818  10,593

その他  △1,498  △2,992

小計  2,579  995

利息及び配当金の受取額  8  4

利息の支払額  △22  △41

法人所得税の支払額  △3,780  △6,513

法人所得税の還付額  1,394  1,948

営業活動によるキャッシュ・フロー  179  △3,607

投資活動によるキャッシュ・フロー     

定期預金の預入による支出  △95  △88

定期預金の払戻による収入  －  88

有形固定資産の取得による支出  △1,352  △1,280

有形固定資産の売却による収入  95  15

無形資産の取得による支出  △107  △130

子会社の売却による収入  －  162

投資の売却、償還による収入  216  －

その他  110  △122

投資活動によるキャッシュ・フロー  △1,134  △1,356

財務活動によるキャッシュ・フロー     

短期借入金の純増減額（△は減少）  202  9,853

長期借入金の返済による支出  －  △20,304

自己株式の取得による支出  －  △0

配当金の支払額  △2,354  △2,754

その他  △254  △220

財務活動によるキャッシュ・フロー  △2,406  △13,427

現金及び現金同等物に係る換算差額  △163  △225

現金及び現金同等物の増減額（△は減少）  △3,525  △18,615

現金及び現金同等物の期首残高  16,297  22,908

現金及び現金同等物の四半期末残高  12,772  4,292
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【要約四半期連結財務諸表注記】

１．報告企業

 

　アサヒホールディングス株式会社（以下「当社」という。）は日本に所在する企業であります。2020年９月30

日に終了する６ヶ月間の当社の要約四半期連結財務諸表は、当社及びその子会社（以下「当社グループ」とい

う。）、並びに当社の関連会社に対する持分により構成されております。

　当社グループの主要な活動については、注記「５．セグメント情報」をご参照下さい。

 

２．作成の基礎

 

(1）IFRSに準拠している旨

当社グループの要約四半期連結財務諸表は、国際会計基準第34号「期中財務報告」に準拠して作成しており

ます。

当社グループは、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第64

号）第１条の２に掲げる「指定国際会計基準特定会社」の要件を満たしていることから、同第93条の規定を適

用しております。

なお、要約四半期連結財務諸表は、年度の連結財務諸表で要求されている全ての情報を含んでいないため、

前連結会計年度の連結財務諸表と併せて利用されるべきものであります。

 

本要約四半期連結財務諸表は、2020年11月13日に代表取締役社長　東浦知哉によって承認されております。

 

(2）測定の基礎

当社グループの要約四半期連結財務諸表は、公正価値で測定されている特定の金融商品等を除き、取得原価

を基礎として作成しております。

 

(3）機能通貨及び表示通貨

当社グループの要約四半期連結財務諸表は、当社の機能通貨である日本円を表示通貨としており、百万円未

満を切り捨てて表示しております。

 

３．重要な会計方針

 

本要約四半期連結財務諸表において適用する重要な会計方針は、以下に示した変更を除き、前連結会計年度の

連結財務諸表において適用した会計方針と同一であります。

なお、要約四半期連結財務諸表における法人所得税は、年間の見積実効税率に基づいて算定しております。

 

（貴金属製品の前渡取引に対応する支払利息の計上区分の変更）

当社連結子会社であるAsahi Refining各社では、貴金属精錬事業に付随する付加価値サービスとして貴金属製

品の前渡取引を行っており、顧客に対する前渡期間に応じて得た手数料収入を売上収益に計上しております。

当該貴金属製品の前渡取引に対応する支払利息は、従来、金融費用として計上しておりましたが、第１四半期

連結会計期間より売上原価として計上する方法に変更いたしました。

また、この変更に伴い、要約四半期連結キャッシュ・フロー計算書の「営業債務及びその他の債務の増減額」

を「営業債務及びその他の債務等の増減額」へ変更し、当該前渡取引のために調達した借入金の増減は、要約四

半期連結キャッシュ・フロー計算書において「営業債務及びその他の債務等の増減額」に含めております。

この変更は、Asahi Refining各社の収益向上策の一環として貴金属製品の前渡取引の拡大を図っており、この

収益に対応する支払利息の金額的重要性が増加したこと及び今後も増加することが予想されることを勘案し、資

金管理体制を変更したことによるものであります。

これに伴い、従来の方法と比較して、売上原価が470百万円増加し、営業利益が470百万円減少しております

が、税引前四半期利益、四半期利益及び親会社の所有者に帰属する四半期利益に対する影響はありません。

当第２四半期連結累計期間の要約四半期連結キャッシュ・フロー計算書は、短期借入金の純増減額が2,241百

万円増加し、営業債務及びその他の債務等の増減額が2,287百万円、金融収益及び金融費用が470百万円、利息の

支払額が516百万円それぞれ減少しております。

当第２四半期連結累計期間の基本的１株当たり四半期利益及び希薄化後１株当たり四半期利益に対する影響は

ありません。

 

当該会計方針の変更は遡及適用され、前年四半期及び前連結会計年度については遡及適用後の連結財務諸表と

なっております。
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この結果、遡及適用を行う前と比べて、前第２四半期連結累計期間の要約四半期連結損益計算書は、売上原価

が1,090百万円増加し、営業利益が1,090百万円減少しておりますが、税引前四半期利益、四半期利益及び親会社

の所有者に帰属する四半期利益に対する影響はありません。

前第２四半期連結累計期間の要約四半期連結キャッシュ・フロー計算書は、営業債務及びその他の債務等の増

減額が47,848百万円増加し、短期借入金の純増減額が47,803百万円、金融収益及び金融費用が1,090百万円、利

息の支払額が1,045百万円それぞれ減少しております。

前第２四半期連結累計期間の基本的１株当たり四半期利益及び希薄化後１株当たり四半期利益に対する影響は

ありません。

 

４．重要な会計上の見積り及び見積りを伴う判断

 

要約四半期連結財務諸表の作成において、経営者は、会計方針の適用並びに資産、負債、収益及び費用の金額

に影響を及ぼす判断、見積り及び仮定の設定を行うことが義務付けられております。実際の結果は、これらの見

積りとは異なる場合があります。

見積り及びその基礎となる仮定は継続して見直されます。会計上の見積りの変更による影響は、その見積りを

変更した会計期間及び影響を受ける将来の会計期間において認識されます。

要約四半期連結財務諸表に重要な影響を与える会計上の判断、見積り及び仮定は、前連結会計年度に係る連結

財務諸表と同様であります。
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５．セグメント情報

 

(1）報告セグメントの概要

　当社グループの報告セグメントは、当社グループの構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、

取締役会が、経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているもので

あります。

　当社は純粋持株会社としてグループ全体の戦略機能を担い、各事業会社は貴金属・希少金属等のリサイクル

及び精錬・加工事業、産業廃棄物処理その他の環境保全事業に従事しております。

　したがって、当社グループは、事業部門を基礎とした製品・サービス別のセグメントから構成されており、

「貴金属事業」及び「環境保全事業」の２つを報告セグメントとしております。

　なお、事業セグメントの集約は行っておりません。

　「貴金属事業」は、貴金属含有スクラップ等から、金・銀・パラジウム・プラチナ等の貴金属・希少金属を

リサイクルし販売する事業及び金・銀を中心とした貴金属の精錬・加工事業を主たる業務としております。

　「環境保全事業」は、産業廃棄物の収集運搬及び中間処理、電気暖房器の製造及び販売を主たる業務として

おります。

 

　当社連結子会社であるAsahi Refining各社での貴金属製品の前渡取引に対応する支払利息は、従来、金融費

用として計上しておりましたが、第１四半期連結会計期間より売上原価として計上する方法に変更いたしまし

た。

　なお、前第２四半期連結累計期間のセグメント情報についても、当該変更を反映しております。

　この結果、当該変更前と比べて貴金属事業のセグメント利益（営業利益）が、前第２四半期連結累計期間は

1,090百万円、当第２四半期連結累計期間は470百万円減少しております。

 

　前連結会計年度において、当社は株式会社フジ医療器（以下、フジ医療器）の全株式の60％を台湾証券取引

所の上場会社であるジョンソンヘルステック社へ譲渡いたしました。これに伴いフジ医療器の事業を非継続事

業に分類しており、前第２四半期連結累計期間のセグメント情報は非継続事業を除いた継続事業の金額を表示

しております。非継続事業の詳細については、注記「９.非継続事業」に記載しております。
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(2）セグメント収益及び業績

報告セグメントの会計方針は、注記「３．重要な会計方針」で記載している当社グループの会計方針と同じ

であります。

当社グループの報告セグメントによる収益及び業績は以下のとおりであります。

 

前第２四半期連結累計期間（自　2019年４月１日　至　2019年９月30日）

 報告セグメント  
その他

 
合計

 
調整額

 
連結

 貴金属  環境保全  計     

 百万円  百万円  百万円  百万円  百万円  百万円  百万円

売上収益              

外部収益 49,912  10,002  59,914  1,071  60,985  －  60,985

セグメント間収益 －  7  7  －  7  △7  －

合計 49,912  10,009  59,921  1,071  60,993  △7  60,985

セグメント利益（営業利益） 6,150  1,824  7,975  110  8,085  △1,148  6,937

金融収益             7

金融費用             △136

その他の収益             77

その他の費用             △140

税引前四半期利益             6,744

（注）１　セグメント間の取引は、市場実勢価格に基づいております。

２　セグメント利益の調整額は、主に各報告セグメントに配分していない全社費用であります。

 

当第２四半期連結累計期間（自　2020年４月１日　至　2020年９月30日）

 報告セグメント  
その他

 
合計

 
調整額

 
連結

 貴金属  環境保全  計     

 百万円  百万円  百万円  百万円  百万円  百万円  百万円

売上収益              

外部収益 70,019  9,106  79,126  －  79,126  －  79,126

セグメント間収益 －  －  －  －  －  －  －

合計 70,019  9,106  79,126  －  79,126  －  79,126

セグメント利益（営業利益） 11,357  1,702  13,059  116  13,176  △1,347  11,828

金融収益             98

金融費用             △46

その他の費用             △3

税引前四半期利益             11,876

（注）セグメント利益の調整額は、主に各報告セグメントに配分していない全社費用であります。
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６．配当金

 

(1）配当金支払額

前第２四半期連結累計期間（自　2019年４月１日　至　2019年９月30日）

 

決議日  配当金の総額  １株当たり配当額  基準日  効力発生日  配当の原資

  百万円  円       

2019年５月８日

取締役会
 2,389  60.00  2019年３月31日  2019年５月29日  利益剰余金

（注） 2019年５月８日取締役会決議による配当金の総額には、株式付与ESOP信託および役員報酬BIP信託が所有する自

社の株式に対する配当金28百万円が含まれております。

 

当第２四半期連結累計期間（自　2020年４月１日　至　2020年９月30日）

 

決議日  配当金の総額  １株当たり配当額  基準日  効力発生日  配当の原資

  百万円  円       

2020年５月12日

取締役会
 2,787  70.00  2020年３月31日  2020年５月27日  利益剰余金

（注） 2020年５月12日取締役会決議による配当金の総額には、株式付与ESOP信託および役員報酬BIP信託が所有する自

社の株式に対する配当金33百万円が含まれております。

 

(2）基準日が第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が第２四半期連結会計期間の末日

後となるもの

前第２四半期連結累計期間（自　2019年４月１日　至　2019年９月30日）

 

決議日  配当金の総額  １株当たり配当額  基準日  効力発生日  配当の原資

  百万円  円       

2019年10月29日

取締役会
 2,389  60.00  2019年９月30日  2019年11月22日  利益剰余金

（注） 2019年10月29日取締役会決議による配当金の総額には、株式付与ESOP信託および役員報酬BIP信託が所有する自

社の株式に対する配当金28百万円が含まれております。

 

当第２四半期連結累計期間（自　2020年４月１日　至　2020年９月30日）

 

決議日  配当金の総額  １株当たり配当額  基準日  効力発生日  配当の原資

  百万円  円       

2020年10月28日

取締役会
 3,185  80.00  2020年９月30日  2020年11月20日  利益剰余金

（注） 2020年10月28日取締役会決議による配当金の総額には、株式付与ESOP信託および役員報酬BIP信託が所有する自

社の株式に対する配当金37百万円が含まれております。
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７．売上収益

 

　当社グループは、貴金属事業、環境保全事業の２つの事業ユニットを基本にして組織が構成されており、当

社の取締役会が、経営資源の配分の決定及び業績の評価をするために、定期的に検討を行う対象としているこ

とから、これらの２事業で計上する収益を売上収益として表示しております。

　また、地域別の収益は販売元の所在地に基づき分解しております。これらの分解した収益とセグメント売上

収益との関連は以下のとおりであります。

　なお、前連結会計年度に当社連結子会社であったフジ医療器の事業を非継続事業に分類したため、前第２四

半期連結累計期間の売上収益から控除しております。

 

前第２四半期連結累計期間（自　2019年４月１日　至　2019年９月30日）

（単位：百万円）
 

 貴金属 環境保全 その他 合計

日本 45,463 10,002 1,071 56,536

北米 4,052 － － 4,052

アジア 396 － － 396

合計 49,912 10,002 1,071 60,985

 

当第２四半期連結累計期間（自　2020年４月１日　至　2020年９月30日）

（単位：百万円）
 

 貴金属 環境保全 その他 合計

日本 64,188 9,106 － 73,294

北米 5,173 － － 5,173

アジア 658 － － 658

合計 70,019 9,106 － 79,126

 

　貴金属事業においては、貴金属地金・製品等の販売を行っており、商社、半導体・電子部品メーカー等を主

な顧客としております。

　環境保全事業においては、主に産業廃棄物の収集運搬及び中間処理といった役務提供を行っており、各業界

の工場、印刷所、病院等を主な顧客としております。

　当社グループは、貴金属地金、電気暖房器等の販売を行っており、これらの製品販売については、製品の引

渡時点において顧客が当該製品に対する支配を獲得し、履行義務が充足されると判断しており、当該製品の引

渡時点で収益を認識しております。また、産業廃棄物の収集運搬及び中間処理等に係る収益については、産業

廃棄物の処理完了時点において顧客が支配を獲得し履行義務が充足されると判断しており、当該産業廃棄物の

処理完了時点で収益を認識しております。
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８．金融商品の公正価値

 

金融商品の帳簿価額と公正価値は以下のとおりであります。

 

 
前連結会計年度

（2020年３月31日）
 

当第２四半期連結会計期間
（2020年９月30日）

 帳簿価額  公正価値  帳簿価額  公正価値

 百万円  百万円  百万円  百万円

金融資産：        

償却原価で測定する金融資産        

現金及び現金同等物 22,908  22,908  4,292  4,292

営業債権及びその他の債権 119,754  119,754  133,128  133,128

その他 755  755  843  843

その他の包括利益を通じて公正価値

で測定する金融資産
       

その他の金融資産 21  21  24  24

合計 143,440  143,440  138,289  138,289

金融負債：        

償却原価で測定する金融負債        

営業債務及びその他の債務 13,710  13,710  28,854  28,854

社債 4,928  4,928  4,935  5,021

借入金 121,873  121,893  113,687  113,687

その他 4  4  3  3

ヘッジ手段として指定された金融負債        

デリバティブ 6,561  6,561  7,114  7,114

合計 147,078  147,097  154,596  154,682

 

金融商品の公正価値の算定方法は以下のとおりであります。

（償却原価で測定する金融資産）

主に現金及び現金同等物、営業債権にて構成されております。

これらは短期間で決済されるものであるため、帳簿価額が公正価値の合理的な近似値となっております。

 

（その他の包括利益を通じて公正価値で測定する金融資産）

主に上場株式により構成されております。

上場株式の公正価値については、期末日の市場価格によって算定しております。

 

（ヘッジ手段として指定された金融負債）

主にデリバティブにより構成されております。

デリバティブは、取引先金融機関から提示された価格等に基づいて算定しております。

 

（償却原価で測定する金融負債）

主に営業債務、借入金により構成されております。

営業債務は短期間で決済されるものであるため、帳簿価額が公正価値の合理的な近似値となっております。

借入金は、将来キャッシュ・フローを新規に同様の契約を実行した場合に想定される利率で割り引いた現在価

値により算定しております。

 

公正価値で測定される金融商品について、測定に用いたインプットの観察可能性及び重要性に応じた公正価値

測定額を、レベル１からレベル３まで分類しております。

 

レベル１：活発な市場における同一の資産又は負債の（無調整の）市場価格

レベル２：レベル１以外の、観察可能な価格を直接又は間接的に使用して算出された公正価値

レベル３：観察不能なインプットを含む評価技法から算出された公正価値
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公正価値ヒエラルキーのレベル間の振替は、振替を生じさせた事象又は状況の変化が生じた日に認識しており

ます。

 

前連結会計年度（2020年３月31日）

 レベル１  レベル２  レベル３  合計

 百万円  百万円  百万円  百万円

金融資産：        

その他の包括利益を通じて公正価値

で測定する金融資産
       

上場株式 21  －  －  21

合計 21  －  －  21

金融負債：        

ヘッジ手段として指定された金融負債        

デリバティブ －  6,561  －  6,561

合計 －  6,561  －  6,561

 

当第２四半期連結会計期間（2020年９月30日）

 レベル１  レベル２  レベル３  合計

 百万円  百万円  百万円  百万円

金融資産：        

その他の包括利益を通じて公正価値

で測定する金融資産
       

上場株式 24  －  －  24

合計 24  －  －  24

金融負債：        

ヘッジ手段として指定された金融負債        

デリバティブ －  7,114  －  7,114

合計 －  7,114  －  7,114

 

 

前連結会計年度及び当第２四半期連結累計期間において、レベル１と２間の振替はありません。
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９．非継続事業

 

(1）非継続事業の概要

　当社は、前連結会計年度に当社連結子会社であったフジ医療器の全株式の60％を台湾証券取引所の上場会社

であるジョンソンヘルステック社へ譲渡し、連結の範囲から除外いたしました。これに伴い、フジ医療器及び

同社子会社に関連する損益及びキャッシュ・フローを、非継続事業として分類し、当該非継続事業を区分して

表示しております。

 

(2）非継続事業の業績

（単位：百万円）

 
前第２四半期連結累計期間
（自　2019年４月１日
至　2019年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　2020年４月１日
至　2020年９月30日）

非継続事業の損益   

収益 9,173 －

費用 △8,692 －

非継続事業からの税引前四半期利益 480 －

法人所得税費用 △161 －

非継続事業からの四半期利益 318 －

 

(3）非継続事業からのキャッシュ・フロー

（単位：百万円）

 
前第２四半期連結累計期間
（自　2019年４月１日
至　2019年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　2020年４月１日
至　2020年９月30日）

非継続事業からのキャッシュ・フロー   

営業活動によるキャッシュ・フロー 503 －

投資活動によるキャッシュ・フロー △2 －

財務活動によるキャッシュ・フロー △791 －

合計 △290 －
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10．１株当たり四半期利益

 

（第２四半期連結累計期間）

(1）基本的１株当たり四半期利益及び希薄化後１株当たり四半期利益

（単位：円）

 前第２四半期連結累計期間
（自　2019年４月１日
至　2019年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　2020年４月１日
至　2020年９月30日）

継続事業 106.43 209.24

非継続事業 8.11 －

基本的１株当たり四半期利益　計 114.53 209.24

継続事業 106.06 207.83

非継続事業 8.08 －

希薄化後１株当たり四半期利益　計 114.14 207.83

 

(2）基本的１株当たり四半期利益の算定上の基礎

（単位：百万円）

 前第２四半期連結累計期間
（自　2019年４月１日
至　2019年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　2020年４月１日
至　2020年９月30日）

親会社の所有者に帰属する四半期利益 4,506 8,233

親会社の所有者に帰属する非継続事業からの

四半期利益
318 －

基本的１株当たり四半期利益の計算に使用する親会

社の所有者に帰属する継続事業からの四半期利益
4,187 8,233

 

(3）希薄化後１株当たり四半期利益の算定上の基礎

（単位：百万円）

 
前第２四半期連結累計期間
（自　2019年４月１日
至　2019年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　2020年４月１日
至　2020年９月30日）

基本的１株当たり四半期利益の計算に使用する継続

事業からの四半期利益
4,187 8,233

四半期利益調整額 － －

希薄化後１株当たり四半期利益の計算に使用する継

続事業からの四半期利益
4,187 8,233

希薄化後１株当たり四半期利益の計算に使用する非

継続事業からの四半期利益
318 －

希薄化後１株当たり四半期利益の計算に使用する

四半期利益
4,506 8,233

 

(4）加重平均普通株式数

（単位：株）

 
前第２四半期連結累計期間
（自　2019年４月１日
至　2019年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　2020年４月１日
至　2020年９月30日）

加重平均普通株式数 39,348,857 39,348,635

普通株式増加数   

新株予約権 134,501 266,900

希薄化後の加重平均普通株式数 39,483,358 39,615,535
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（第２四半期連結会計期間）

(1）基本的１株当たり四半期利益及び希薄化後１株当たり四半期利益

（単位：円）

 前第２四半期連結会計期間
（自　2019年７月１日
至　2019年９月30日）

当第２四半期連結会計期間
（自　2020年７月１日
至　2020年９月30日）

継続事業 54.75 116.92

非継続事業 8.04 －

基本的１株当たり四半期利益　計 62.80 116.92

継続事業 54.57 116.13

非継続事業 8.02 －

希薄化後１株当たり四半期利益　計 62.58 116.13

 

(2）基本的１株当たり四半期利益の算定上の基礎

（単位：百万円）

 前第２四半期連結会計期間
（自　2019年７月１日
至　2019年９月30日）

当第２四半期連結会計期間
（自　2020年７月１日
至　2020年９月30日）

親会社の所有者に帰属する四半期利益 2,470 4,600

親会社の所有者に帰属する非継続事業からの

四半期利益
316 －

基本的１株当たり四半期利益の計算に使用する親会

社の所有者に帰属する継続事業からの四半期利益
2,154 4,600

 

(3）希薄化後１株当たり四半期利益の算定上の基礎

（単位：百万円）

 
前第２四半期連結会計期間
（自　2019年７月１日
至　2019年９月30日）

当第２四半期連結会計期間
（自　2020年７月１日
至　2020年９月30日）

基本的１株当たり四半期利益の計算に使用する継続

事業からの四半期利益
2,154 4,600

四半期利益調整額 － －

希薄化後１株当たり四半期利益の計算に使用する継

続事業からの四半期利益
2,154 4,600

希薄化後１株当たり四半期利益の計算に使用する非

継続事業からの四半期利益
316 －

希薄化後１株当たり四半期利益の計算に使用する

四半期利益
2,470 4,600

 

(4）加重平均普通株式数

（単位：株）

 
前第２四半期連結会計期間
（自　2019年７月１日
至　2019年９月30日）

当第２四半期連結会計期間
（自　2020年７月１日
至　2020年９月30日）

加重平均普通株式数 39,348,857 39,348,606

普通株式増加数   

新株予約権 133,800 266,900

希薄化後の加重平均普通株式数 39,482,657 39,615,506
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11．後発事象

 

　該当事項はありません。

 

２【その他】

（剰余金の配当）

2020年10月28日開催の取締役会において、2020年９月30日を基準日として、剰余金の配当（期末）を行うことを

次のとおり決議いたしました。

① 配当金の総額 3,185百万円

② １株当たり配当額 １株当たり80円

③ 効力発生日 2020年11月20日
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

2020年11月13日

アサヒホールディングス株式会社

取締役会 御中

 

EY新日本有限責任監査法人

東京事務所

 

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 竹野 俊成     印

 

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 寶野 裕昭     印

 

 

監査人の結論

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているアサヒホール

ディングス株式会社の2020年４月１日から2021年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（2020年７月１

日から2020年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（2020年４月１日から2020年９月30日まで）に係る要約四半期

連結財務諸表、すなわち、要約四半期連結財政状態計算書、要約四半期連結損益計算書、要約四半期連結包括利益計算

書、要約四半期連結持分変動計算書、要約四半期連結キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行っ

た。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の要約四半期連結財務諸表が、「四半期連結財務諸表の用語、様

式及び作成方法に関する規則」第93条により規定された国際会計基準第34号「期中財務報告」に準拠して、アサヒホール

ディングス株式会社及び連結子会社の2020年９月30日現在の財政状態、同日をもって終了する第２四半期連結会計期間及

び第２四半期連結累計期間の経営成績並びに第２四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していな

いと信じさせる事項が全ての重要な点において認められなかった。

 

監査人の結論の根拠

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ

た。四半期レビューの基準における当監査法人の責任は、「要約四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の

責任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立

しており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を

入手したと判断している。

 

要約四半期連結財務諸表に対する経営者及び監査等委員会の責任

経営者の責任は、国際会計基準第34号「期中財務報告」に準拠して要約四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するこ

とにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない要約四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために

経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

要約四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき要約四半期連結財務諸表を作成する

ことが適切であるかどうかを評価し、国際会計基準第１号「財務諸表の表示」第４項に基づき、継続企業に関する事項を

開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

監査等委員会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。
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要約四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任

監査人の責任は、監査人が実施した四半期レビューに基づいて、四半期レビュー報告書において独立の立場から要約四

半期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に従って、四半期レビューの過程を通じ

て、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の四半期レビュー

手続を実施する。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施さ

れる年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認め

られると判断した場合には、入手した証拠に基づき、要約四半期連結財務諸表において、国際会計基準第１号「財務

諸表の表示」第４項に基づき、適正に表示されていないと信じさせる事項が認められないかどうか結論付ける。ま

た、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、四半期レビュー報告書において要約四半期連結財

務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する要約四半期連結財務諸表の注記事項が適切で

ない場合は、要約四半期連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められている。監査人

の結論は、四半期レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企

業として存続できなくなる可能性がある。

・要約四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、国際会計基準第34号「期中財務報告」に準拠していないと信じさせ

る事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた要約四半期連結財務諸表の表示、構成及び内

容、並びに要約四半期連結財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示していないと信じさせる事項が認めら

れないかどうかを評価する。

・要約四半期連結財務諸表に対する結論を表明するために、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。

監査人は、要約四半期連結財務諸表の四半期レビューに関する指示、監督及び実施に関して責任がある。監査人は、

単独で監査人の結論に対して責任を負う。

監査人は、監査等委員会に対して、計画した四半期レビューの範囲とその実施時期、四半期レビュー上の重要な発見事

項について報告を行う。

監査人は、監査等委員会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並びに監

査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去又は軽減するためにセーフガードを講じて

いる場合はその内容について報告を行う。

 

利害関係

会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

以　上

 

 

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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